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徳島県鳴門エリアにおけるMaaS実証実験

徳島県鳴門エリアの課題
 徳島県鳴門エリアは、「鳴門の渦潮」など多くの観光地があり、主に関西地方からの観光客が多く訪れていたもの
の、キャッシュレス決済の導入が遅れており、観光客の利便性や周遊性に課題がある。

実証実験の概要

①JR・徳島バス フリーパス
JR「徳島駅～鳴門駅」間の普通
列車、県内の徳島バス及び徳島
市バスが乗り放題となるデジタル
チケットを導入。

③観光地のデジタルチケット
鳴門市内の11観光施設の入場
券のデジタルチケットを導入。ス
マートフォン上でチケットの購入が
可能となり、施設でスマートフォン
上のチケットを画面提示すること
により、スムーズな入場が可能。

②バススマホタッチ支払い
日本初となる高精度位置情報を活用し
た精算システムを導入。
バス乗車時及び降車時に車内に設置さ
れた端末にスマホをタッチすると、位置情
報をもとに乗車区間を自動で判別し、運
賃が自動計算される。

 ・
アプリのダウンロードやアカウント登録は不要。また、初回に決済方法を設定すれば毎回の支払操作は不要。
バススマホタッチ支払いは、クラウドサービスを活用したシステムであるため、初期導入や維持にかかるコストを低減す
ることが可能。

実証実験の特徴

※徳島バス HP ※KDDI ＨＰ※●● HP
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ポストコロナの移動需要を取り込むための公共交通等の高度化の推進

■ ポストコロナにおける回復する移動需要を公共交通等で取り込むためには、
○ コロナ禍や社会経済情勢の変化により変容した利用者のニーズに的確に対応する
○移動の利便性を向上させる ことが重要

■ 一方、移動需要自体がコロナ前の水準に戻らない予測もされているなか、地域の公共交通を維持していくためには、
○ デジタル化を通じた移動サービス全体の効率化、高度化を図ることも重要

公共交通等の面的な利便性向上変容した利用者のニーズへの対応
デジタル化を通じた移動サービスの効率化

 ICカードやQRやタッチ決済、顔認証等の新たな決済手段
の導入支援
 決済データ蓄積によりサービスの高度化を可能にし、接触を回避する

という変容したニーズに対応

 シェアサイクルや電動キックボード、グリーンスローモビリティ
等の新しいモビリティの導入支援
 カーボンニュートラルに資するほか、ラストワンマイルの移動ニーズにきめ

細やかに対応可能。パーソナル性の高い移動を求めるニーズに対応

 AIオンデマンド交通の導入支援
 地域において導入されているデマンド交通に対して、AIを用いたシス

テム導入によりルートや配車、さらには経営を合理化

 運行情報などのシステム導入、デジタル化支援
 DXによる経営やサービスの効率化、高度化

 積極的に面的な移動サービスの利便性向上、高度化に取り
組む事業者への支援
 地方公共団体、事業者が密接に連携して面的に高度なMaaSの取組

について、官民が連携して取組を実施することで、移動の高度化やスー
パーシティ／スマートシティを実現

【参考事例】前橋市が、マイナンバーも活用しながら、交通事業者やシステ
ム事業者と密接に連携して進めている”MaeMaaS”

令和４年度当初予算(案） 0.73億円
／令和３年度補正予算 285億円の内数
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